
１ 留萌 明るい 進協 会より、 ２９

年度総会 を頂きました。

・ より 月例会 と 月会 を

しました。

・ 、 別 より 月会 を しま

した。

・２０１７ １８年度地区会員 セ ー開催のご

を 、次年度にお渡しします。

・留萌 教育委員会より、 ２９年度留萌 社

会教育関 団体活動 が いておりま

すので、次年度にお渡しします。

・ 海道 止指 員留萌地区協 会よ

り、総会 び 会の を頂きました。

・ バ ー事務所より １４ 親 会 の

を しました。参加 は バ ー事

務所まで申し みく さい。

・ロータリー米山記念 学会より寄付金 入明

、ロータリー財団クラ 別寄付金明

が いております。

・ロータリー情 のご を頂きました。

　 　 会員

　皆様には に にて会 の 入アン ー

トを出させて頂きましたが、 ８ の方から返

の を頂きました。皆様方には７月１

付けで を らさせて頂きます。ここから

はお いですが、出来る け早くに 入をお

本日
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いします。これが次年度の活動 になります

ので、よ しくお いします。

退 挨拶　 　長 会員

　この度の人事 動に

より、 ですが退会

する事になりました。

留萌ロータリークラ

に入会して７年間経

ました。 は会計補

佐の仕事をやらせて頂きました。 の後、親睦

活動委員、会員 委員、 クラ 会 委員

長と、 して次年度は会場 と に りつ

めてきたのに加え、 事 員を かに目 んで

おりましたが、志半ばで退会せざるを なくな

りました。残念でなりません。

　退会していくのは心残りではございますが、

しかった夜間例会、地区大会参加を め、出

来る りは出 しようと 力をした７年間で、

今考えると、非常に 実した 期間でありま

した。更に次年度の での地区大会も しみ

にしておりましたが、返す返す残念でなりませ

ん。

　来 からは 地区 務となり、留萌を れ

る事になりました。３年 りの 場 となり

ますが、またまた ん り たりの営業

務であります。留萌クラ で学ん ロータリー

ス リ トで、出 ぎに って参ります。

　 の後任は、松 常 事が来月より入会い

たします。 様よ しくお いします。 後

に留萌ロータリークラ の の と会員皆

様のご多 をお りいたします。７年間ありが

とうございました。

・ っと い事がありました。　 渡邊会長

・７年間大 お 話になりました。会員皆様の

ご多 をお りいたします。　 長谷川会員

・副会長退任致します。一年間ありがとうござ

いました。　 大嶋副会長

・一年間皆様のご協力にて無事会計を終える事

が出来ました。ありがとうございました。

　 燕会計

・一年間ありがとうございました。　 串橋理事

・副幹事退任いたします。　　 阿部副幹事

　 　 　　 ９７０

　今　 　　４１０００

　累　計　　７１０，７５０円

（前回の続き）

　長 会 委員長

　 ・クラ 会 委員長退任致します。一年

間ご協力ありがとうございました。委員会の

任と は、留萌ロータリークラ に関する情

を く一 の人 に め、クラ の奉仕プロ

クトや活動を する事であると考え、

時に 的な を う事により、留萌ロータ

リークラ が の社会的 ー に り 、

頼できる であると地 社会に してもら

う事でもあります。

　この地 社会において、 クラ の ましい

イメー が まれ ければクラ 会員にも

的な活動 が まると に、 時に入会

みの に対しても が てるようになる

と考えます。この事が委員会の 任と任務と考

え一年間活動して参りましたが、道半ばであっ

たと と後 の感があります。更に、 に

せられた 大の ンは、 時 で 明

な とクリアな に め、 つ卓話

を 実に し、 に渡す事でした。不

明な であったり、不 な などが 度

とあり、 にご をお けした事を

しております。

　 後に今年度の会長 ーマ、「友情の を

げ、奉仕の を げよう」 び、活動方 に

い 委員会の 任と を 実に、山本副委員

長と 委員のご協力のお陰で大過なく活動出

来た事に感謝を申し上げ、退任の挨拶と致しま

す。ありがとうございました。
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　森（俊）例会運営委員長

　今年度の例会運営委員会は、副委員長に佐藤

会員、委員に福士会員・齋藤会員の４名体制で

スタートし、後半からは１名減の３名体制とな

りましたが、各委員の頑張りで対応してこれま

した。不甲斐ない委員長の下での奮闘に深く感

謝致します。また、卓話には依頼、登壇と会員

皆様の手助けを頂きました。この場を借りて厚

く感謝申し上げます。

　まもなく次年度に引き継がれますが、択本次

年度委員長には例会満員御礼の鍵として「おみ

やげ」とお伝え致しました。８月例会より実施

されると思いますので乞うご期待下さい。

　一年間ありがとうございました。

虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚

「理事役員退任挨拶」

　中出（理事）親睦活動委員長

　昨年度親睦活動委員長就任以来、皆様の多大

なるご支援と多少のひんしゅくを頂きながら、

何とか無事に１年間の任務を終えました。改め

て感謝申し上げます。過ぎてしまえば時の経つ

のは早いもので、１年間があっと言う間に過ぎ

ました。会長幹事を励ます会から始まり、９月

の慶祝夜間例会、１２月の年忘れ家族会等、会員

皆様のご協力と親睦活動委員会のメンバーの活

動のおかげと感謝しております。

　次年度は不肖中出、微力ながらお手伝いさせ

て頂く事を表明し、退任の挨拶に代えさせて頂

きます。

　鈴木（理事）社会奉仕委員長

　まず、１年間会員皆様のご協力に感謝申し上

げます。社会奉仕委員会は、会員皆様のご協力

なくして活動しえない委員会でございます。今

年度は、海水浴場のごみ拾いが雨天の為中止と

なり、７月の交通安全総決起大会パレード参加

から始まり、あんどん祭りへの参加、９月には

秋の交通安全旗の波運動への参加、１０月には特

別支援学級の援助、１２月に地区補助金事業とし

て幼児療育通園センターでのクリスマス例会開

催と遊具の寄付がありました。今年に入り、４

月に春の交通安全旗の波運動への参加もしてお

ります。武田副委員長を始め、松村委員には感

謝申し上げます。無事１年が終わる事をうれし

く思います。ありがとうございました。

　串橋（理事）国際奉仕委員長

　今年度はロータリー財団100周年を迎え、皆

様のロータリーに対する思いを例年以上の寄付

と言う形で表す、輝かしい年度でありました。

　ポリオ撲滅活動促進では、地区目標である一

人３０ドルの寄付の呼びかけをさせて頂き、会員

皆様の惜しみないご支援を頂きました。ありが

とうございました。

　１０月の米山月間、１１月のロータリー財団月間

では、ロータリアンの醍醐味で更なる惜しみな

いご支援を頂きました事に深く感謝申し上げま

す。

　国際奉仕に関しましては、国際レベルで友情

や親睦を深める事を目的に国際大会を始めとす

る国際的な会合への参加、と計画しておりまし

たが、アトランタへの道のりは険しく、志半ば

で終わってしまい非常に残念に思う所でありま

す。これを教訓に、ハワイでの国際大会には万

全な準備で参加を考えております。１年間あり

がとうございました。

　古野（理事）職業奉仕委員長

　皆様のご協力にて、無事１年間職業奉仕委員

長を務める事が出来ました。職場訪問例会では、

自衛隊留萌駐屯地におきまして例会を開催する

事が出来ました。会員皆様のご協力に心から感

謝申し上げます。事業では職業奉仕月間のプロ

グラムをこなしました。これも会員皆様のご協

力のお陰と思っております。次年度は一会員と

して皆様方に協力をしていこうと考えておりま

す。１年間ありがとうございました。

　大嶋（理事）副会長

　副会長を指名されてから、一年を終えようと

しています。振り返ってみますと、副会長とし

て何をしたのか、記憶にございません。これも

渡邊会長が元気で会長を終えようとしていると

ＷＥＥＫＬＹ ＲＥＰＯＲＴ



いう事で、とても ばしい事 と思っておりま

す。これに えて、仕事が になってしまい、

あまり例会に参加できなく、本 に申し あり

ませんでした。

　奉仕プロ クト委員長の方は、社会奉仕の

あんどんとプロ クトに関わりましたが、

の委員会との関わりがあまりなく、 も うな

のですが、 の委員長もどの様に奉仕プロ

クト委員会に関われば いのか からないので

はと思いました。やはり自 の方から 的に

関わっていけば かったと しています。皆

様方には大 感謝しております。これからの事

を思うと になりますが、とりあえず一年間

ありがとうございました。

　 （理事）副 事

　今年度、副幹事をしておりました でござ

います。やったことと言えば、 事会の 事

と次年度の準備くらいです。

　 事 については、 更で 事会の

事 は会員全員が を する事が出来る

ようになっております。 の為というわけでは

ありませんが、できる け けのないよう

目に してきたつもりです。今年度

があったという情 は いておりませんが、

の力 でございます。 たい方は幹事の方へ申

し出ることが となっております。

　次年度準備に関しては、 事会のたたき

になる人員 、 、 を い

たしました。

　 ん 時には３８名 った会員 がいつの

まにか３名となり、これまで大 な 更を 度

実 してまいりました。 して今また、 ど

の長 さんの挨拶を いて 度目の 更に

手しているとこ でございます。

　会員 が３名になったことによって、今まで

のセオリーが全く に たない、 んな仕 み

りの っ 中におかれることになりました。

例えば、 員に決まっている方に委員会との

務をお いする、あるいは、入会１・２年目の

会員にも親睦以 の委員会との 務をお いす

るといったことでなんとか対応してまいりまし

た。

　 については、 減３名の は大きく、

無 をなくすとか 経 を少し る 度では

対応できないものでした。大きな 目の中で

なことと不 なことの 別がこれから年

アになっていく事を感 ながらも、一人の

にならないよう、多くの を きながら

み てました。

　このような半年を過ごしてきたため、退任挨

拶と言われても、 、いつの間にか に

なっていた幹事スイ が 進 中でして、

退任の感 が全くありません。た 、本 は退

任の挨拶ということでございますので、一言。

次年度の委員会 が 更になるたび、 に

の 職に就いている方が、委員会の 員を

務していた くことになった場 が多くありま

したが、 を して つ返事で引き けてい

た いた皆様に感謝を申し上げて、退任の挨拶

とさせていた きます。

回
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